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行政改革推進中！

平成26年度の取り組み実績をお知らせします
● 問合先　企画政策課行財政改革推進室（　 ☎㉓２１２４）

市は、『第５次行政改革大綱』（計画期間：平成 23 年度〜 27 年度）を策定し、『職員意識と職場風土の変革』
を基本理念として、『職員の意識改革』、『成果を重視した行政経営システムの確立』、『健全な財政運営の
確立』の３つの視点から行政改革に取り組んでいます。

職員の
意識改革

健全な
財政運営の

確立

成果を重視
した行政経営
システムの

確立《基本理念》

職員意識と職場風土の変革

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

コスト意識の徹底 時間外勤務時間（年間）を縮
減した割合 前年度比５％縮減

前年度比 11.9％増
（新規事業の開始や災害発生などに
よる突発的な事務量の増）

改革・改善の職場風土
づくり

職員提案および業務改善に取
り組んだ職員数 300 人以上 96 人

人材育成の体制強化 人事評価の１人当たりの平均
評価点 70 点以上 70.34 点

また、各視点の下に、個別の推進方策と目標を掲げたほか、第５次行政改革大綱『実施計画』において、
目標達成のための 45 項目の具体的な取り組みを設けるとともに、成果指標（達成すべき状態または数値）
を定めて、計画的かつ積極的に取り組むことにより、市民満足度の向上や財政の健全化に努めています。

実施計画における平成 26 年度の目標達成状況

視点１：職員の意識改革
市民のニーズに的確に対応した行政サービスを提供し、市民満足度の向上を図るため、職員の意識改革や職場の改善に
取り組みました。

《具体的な取り組みの例》
▷時間外勤務時間の縮減

係ごとに、時間外勤務実績を基にして縮減目標を設定し、事務の効率化を図ったほか、『ノー残業デー』（水・金曜日）
を推進するとともに、『時差出勤制度』（夜間の会議開催日に出勤時間を遅らせる制度）を試行しました。特に、前年度
に時間外勤務時間が多かった係は、縮減計画を作成して大幅な縮減に取り組みました。

【成果指標】職員１人当たりの時間外勤務時間数（年間）　【平成26年度目標】前年度実績の５％減 → 【実績】11.9％増

▷窓口応対の改善
市役所１階の窓口担当部署において、『さわやか応対推進週間』（年４回）に合わせ、『窓口アンケート調査』を実施しました。
また、回答の中で出された意見や要望は、業務の重点目標として取り入れ、応対の改善に取り組みました。

【成果指標】窓口アンケート調査で、職員の応対に『満足』または『やや満足』と回答した割合（合計）　
【平成26年度目標】85.0％　→　【実績】95.0％

▷各種研修会の開催
市主催の研修会を開催したほか、外部の研修への参加機会を増やし、職員の能力開発・向上に努めました。

【成果指標】研修会への参加者数（延べ人数）　【平成26年度目標】1,500 人　→　【実績】1,068 人

具体的な取り組み：10 項目
目標を 70％以上達成した項目（※1）：６項目〔達成率 60.0％〕

（※1）実績値÷目標値で 70％以上となった項目のこと
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視点２：成果を重視した行政経営システムの確立

視点３：健全な財政運営の確立

行政評価の客観性を確保するとともに、評価制度の向上を図るため、行政評価委員会による第三者評価を実施しました。
また、経営戦略会議を開催し、必要性や緊急性などを考慮しながら事業の採択について検討しました。

《具体的な取り組みの例》
▷行政評価の成果指標の見直し

施策や事務事業の妥当性、有効性、コスト面などを測るものさしである『成果指標』を見直し、行政評価委員会におい
て第三者評価を受けました。

【成果指標】見直した成果指標が、第三者評価で『適切である』と判定された割合　
【平成26年度目標】80.0％　→　【実績】52.0％

具体的な取り組み：５項目
目標を 70％以上達成した項目：２項目〔達成率 40.0％〕

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

行政評価の精度向上 第三者評価で、『総合的な内容が悪い』
とされた評価表の割合 0％（※2） 8.0％

政策形成プロセスの
再構築

行政評価結果を予算編成に反映させ
た事務事業の割合（政策的事業） 100％ 100％

（※2）平成 26 年度の目標値（第三者評価は隔年実施であり、平成 27 年度は実施しないため）

最小の経費で最大の効果を上げる行政運営をめざして、市税などの収納率向上による自主財源の確保に取り組みました。
また、職員数を抑制するとともに、職員の適正な配置に努めました。

具体的な取り組み：39 項目
目標を 70％以上達成した項目：28 項目〔達成率 71.7％〕

推進方策 計画期間の最終（平成 27 年度）目標 平成 26 年度実績

自主財源の確保
市税の収納率（現年度） 98.3％以上 98.8％

自主財源比率 45.5％以上 38.9％

健全な財政基盤の確立
実質公債費比率 22.2％以下 17.6％

経常収支比率 96.6％以下 92.8％

定員管理の適正化 職員数 555 人以下 468 人（４月１日現在）

アウトソーシング（外
部委託、民営化など）
の導入

導入の要否について方針を決定した
事業数 100％ 11.1％

導入方針を決定した事業のうち、ア
ウトソーシングを実施した事業数 100％ 0％

◆詳しい内容は、市役所１階の市民情報コーナーや各町公民館に備え付けの『第５次行政改革大綱実
績報告』に記載していますので閲覧してください。また、市ホームページにも掲載しています。

《具体的な取り組みの例》
▷市税の収納率の向上

コールセンターに委託して、市税の滞納者に対する集中的な電話催告を実施するとともに、強化期間中には税務課の全
職員による催告も行いました。また、滞納者向けの時間外・休日相談や、ファイナンシャルプランナーによる生活再建
支援に取り組んだほか、差押えの強化により税収および税負担の公平性の確保に努めました。

【成果指標】市税の収納率（現年度）　【平成26年度目標】98.7％　→　【実績】98.8％

▷農業集落排水事業特別会計の健全な運営
使用料の収納率を向上させるとともに、公正な賦課を図るため、戸別訪問（年間 327 回）を実施し、納付勧奨や使用実
態調査を行いました。

【成果指標】使用料の収納率（現年度）　【平成26年度目標】96.8％　→　【実績】99.1％

▷定員適正化計画の推進
退職者の不補充や、組織機構の見直しによる部局間の柔軟かつ適正な人員配置に努め、可能な限り職員数を抑制しました。

【成果指標】職員削減数（前年比）　【平成26年度目標】87 人　→　【実績】93 人

▷地籍調査における一筆現地調査の外部委託の実施（アウトソーシング導入）の検討
過去に業務の一部を外部委託した経緯や、全国的な実施状況を参考に、経費面や実施によるメリット・デメリットなど
を総合的に検討しました。

【成果指標】導入または非導入の方針決定　【平成26年度目標】方針決定　→　【実績】方針決定（導入せず）



◆浄化槽は、定期的に維持管理をしてください
①保守点検
　浄化槽の点検、調整などを行ってください。専門

知識が必要ですので、県の登録業者に委託してく
ださい。

②清　掃（年１回以上）
　清掃とは、浄化槽の槽内にたまった汚泥を抜き取

ることで、市の許可業者に委託してください。
▷保守点検（県登録業者）と清掃（市許可業者）を

行う事業所
　株式会社あくあぐりーん（☎㉒４７３８）　
　株式会社カンセイ（☎㉒６１３８）
▷保守点検（県登録業者）のみを行う事業所
　エコ・サイエンス株式会社（☎⑳２６７７）
　株式会社翼コンサルタント（☎㉔３０３８）

浄化槽は、下水道と同じように生活排水をきれいにしてくれます。しかし、使い方を誤ると、水質の汚濁や悪臭
の発生を招くなど、生活環境を悪化させる原因にもなります。正しい使用方法を心がけ、適正な維持管理を行っ
てください。

● 申込・問合先　下水道課業務係（☎㉓２３９５）

③法定検査（年１回）
　保守点検や清掃がきちんと行われ、浄化槽が正し

く機能しているか、一般財団法人佐賀県環境科学
検査協会（指定検査機関）の検査を受けてください。

※浄化槽を廃止するときは、届け出が必要です。
　伊万里保健福祉事務所環境保全課（☎㉓２１０３）

に確認してください。
◆日常の使用では、次のことを注意してください
▷便器を清掃するときは、微生物に影響を与える薬

剤を使わない。
▷トイレにトイレットペーパー以外の異物を流さない。
▷台所から野菜くずや油を流さない。
▷浄化槽の電源は切らない。
▷マンホールの上に物を置かず、ふたはいつもきち

んと閉じておく。

市は、公共下水道および農業集落排水の処理区域外に浄化槽を設置しようとする人に補助を行っています。補
助金の申請書は、提出順に受け付けています。なお、予算には限りがありますので、事前に受け付け状況など
を下水道課に確認してください。

10 月 1 日は『浄化槽の日』です
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『ふるさと応援寄附金』平成 26 年度の寄付の状況と活用事業

●問合先　企画政策課ふるさと応援係（　☎㉓２３１２）・財政課財政係（☎㉓２１１２）

平成 26 年度の寄付金総額（件数）は 8,311 万 1,071 円（4,194 件）で、この制度を始めた平成 20 年度
からの合計金額は、9,387 万 313 円となりました。ご寄付いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
市では、寄付者の意向に配慮しながら、寄付金の一部をさまざまな事業に活用させていただいています。

①歴史、文化を活かし
たふるさとづくり

②市民によるま
ちおこし ③自然環境の保全 ④市長おまかせ 合　計

平成26年度 1,384 万 2,070 円
（766 件）

807万 4,000 円
（467 件）

1,846 万 9,001 円
（985 件）

4,272 万 6,000 円
（1,976 件）

8,311 万 1,071 円
（4,194 件）

平成25年度
《参考》

15 万 5,000 円
（6 件）

3 万円
（3 件）

3 万円
（3 件）

188 万 5,000 円
（13 件）

210 万円
（25 件）

寄付金の受入状況

『甲子園プロジェクト』や『観光ＰＲ』、『家
う ち

読
ど く

』を推進するための事業経
費の一部として活用しました。

↑平成 26 年度の観光 PR 事業で実施した
　ＫＫＲホテル博多での『春の美食宴』の様子

寄付金の活用状況

平成27年度に活用する内容

『ゲートボール場のトイレ洋式化』や『観光ＰＲ』、『大川内鍋島窯跡学術調査』、
『ブックスタート』などの事業経費の一部として活用します。また、残りの
寄付金についても、今後の事業のために大切に活用させていただきます。
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浄化槽を使用している皆さんへ

これから住宅に浄化槽を設置する皆さんへ

　　 コース名 
  年　度



市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

伊万里市内の登録店舗で使用できるプレミア
ム付商品券『伊万里で買う Buy! とくとくお買
い物券２０１５』を販売します。
● 販売期間　10 月４日（日）〜

平成 28 年１月 31 日（日）
※売り切れしだい、販売終了します。
● 販売所（販売時間は各施設で異なります）
▷ 10 月４日（日）
　市民センター（文化ギャラリー）、伊万里玉

屋（２階）、黒川・松浦・山代公民館　
▷ 10 月５日（月）以降　
　伊万里商工会議所（平日のみ）、伊万里信用

金庫（平日のみ）、伊万里玉屋（店休日を除く）
● 発行総額　４億 1,400 万円（34,500 冊）
● 販売形式　１冊当たり（1,000 円券×12 枚

=12,000 円）10,000 円で販売
● 有効期間　10 月４日（日）〜

平成 28 年１月 31 日（日）
※有効期間を過ぎると使用できません。
※現金への払い戻しはできません。
● 購入上限　１世帯当たり５冊（５万円）まで
※伊万里市民が対象です。
● 購入方法　市役所だより９月 15 日号と一緒

に配布した申込書に必要事項を記入し、販
売所に購入代金と一緒に持参してください。

※販売所ごとの先着順で販売します。
● 問合先
▷伊万里商工会議所（☎㉒３１１１）
▷企業誘致・商工振興課（　☎㉓２１８４）
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伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部
は
、

９
月
９
日
、
伊
万
里
・
有
田
地
区

の
５
事
業
所
を
新
た
に
救
急
優
良

事
業
所
に
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
救
急
講
習
の
受
講
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
事
業
所
を
消
防
長
が
認
定

す
る
制
度
で
、
平
成
23
年
度
に
始

ま
り
ま
し
た
。
今
回
で
19
事
業
所

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
消
防
機
関
へ
の
迅
速
な
通
報
や

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切

な
応
急
処
置
な
ど
、
事
業
所
と
の

協
働
に
よ
る
救
命
率
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
が
今
後
さ
ら
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

◆
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

▽
タ
カ
タ
九
州
株
式
会
社
有
田
製

造
所
（
有
田
町
）

▽
社
会
福
祉
法
人
佐
代
川
福
祉
会

さ
く
ら
保
育
園
（
山
代
町
）

▽
夢
咲
ホ
ー
ム
み
ず
穂
（
二
里
町
）

▽
中
国
木
材
株
式
会
社
伊
万
里
事

業
所
（
山
代
町
）

▽
有
限
会
社
有
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
有
田
町
）

協
働
に
よ
る安

全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

↑新たに認定証の交付を受けた救急優良事業所の皆さん

伊万里で買うBuy!
『とくとくお買い物券2015』

救
急
優
良
事
業
所
認
定
証
交
付
式

いよいよ販売開始 !!

20%

プレミアム率

　
寝
台
列
車

　
か
つ
て
、
列
島
各
地
を
結
ん

だ
寝
台
列
車
は
、
札
幌
と
上
野

を
結
ぶ
寝
台
特
急
『
北
斗
星
』

の
８
月
の
運
行
を
最
後
に
、
そ

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

昭
和
33
年
に
登
場
し
た
寝
台
列

車
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
足
と
し
て
東

奔
西
走
し
、
国
鉄
の
顔
と
し
て

活
躍
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
九
州
で
は
、
長
崎
と

東
京
を
結
ぶ
寝
台
列
車
『
さ
く

ら
』
と
『
西
海
』
が
運
行
。
こ

ち
ら
を
夕
方
出
発
し
、
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
車
内
で
ゆ
っ
く

り
と
ビ
ー
ル
な
ど
を
飲
み
、
暗

く
な
る
と
３
段
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
り
、
明
け
方
に
は
洗
顔
し
、

富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
昼
前
に

東
京
駅
に
着
く
と
い
う
、
ま
さ

に
動
く
宿
泊
列
車
で
す
。
私
も

東
京
出
張
な
ど
に
よ
く
利
用
し

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
、
新
幹
線
や

飛
行
機
、
高
速
・
夜
行
バ
ス
に

お
さ
れ
て
、
つ
い
に
姿
を
消
し

た
こ
と
に
は
、
一
抹
の
寂
し
さ

が
残
り
ま
す
。

　
流
行
歌
は
、
時
代
を
映
す
鏡

と
言
わ
れ
ま
す
。
井
沢
八
郎
さ

ん
の
曲
『
あ
あゝ

上
野
駅
』
の
一

節
に
、『
ど
こ
か
に
故
郷
の
香
り

を
の
せ
て
入
る
列
車
の
懐
か
し

さ
』、『
就
職
列
車
に
揺
ら
れ
て

着
い
た
‥
上
野
は
俺
ら
の
心
の

駅
だ
』
と
あ
る
よ
う
に
、
ふ
る

さ
と
と
東
京
を
結
ぶ
列
車
に
は
、

当
時
の
人
た
ち
の
特
別
な
思
い

が
あ
り
ま
す
。
春
日
八
郎
さ
ん

の
曲
『
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
』

も
、
寝
台
列
車
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
す
。

　
集
団
就
職
で
、
東
京
や
名
古
屋

な
ど
へ
旅
立
つ
人
を
駅
の
ホ
ー

ム
で
見
送
っ
た
光
景
は
過
去
の

も
の
と
な
り
、
昭
和
の
時
代
が

遠
く
に
去
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
乗
り
物
は
、
速
さ
を
追
求
さ

れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
せ
ま
い
日
本
、
そ
ん
な
に
急
い

で
ど
こ
へ
行
く
』
の
言
葉
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
の
ん
び
り

と
風
情
を
感
じ
な
が
ら
旅
す
る

の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
寝
台
列
車
が
復
古
調
で

再
登
場
す
る
日
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
秋
本
番
、
三
橋
美
智
也
さ
ん

の
『
哀
愁
列
車
』
で
も
口
ず
さ

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。


